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令和４年12月12日 産業建設委員会 

第４回定例会 議案第94号補足説明資料 

 

公の施設の指定管理者の指定（飯田市地域資源総合管理施設天龍峡活性化センター）について 

 

１ 公の施設の概要 

 (1) 基本情報 

ア 施設名（通称） 飯田市地域資源総合管理施設天龍峡活性化センター（あざれあ） 

イ 所在地 飯田市龍江7087番地 

ウ 設置年月日 平成７年４月１日 

エ 設置目的 

地域内における農業や天龍峡の観光をはじめとする産業の振

興及び地域連携の推進による農村の発展を図り、市民の福祉の向

上に資するため。 

オ 施設・設備 

鉄骨造平屋建て 延べ床面積＝519.22㎡ 敷地面積＝1,768.1㎡ 

① 特産品直売所（135.88㎡） 

② 旬の味体験スペース（115.02㎡） 

③ 厨房（44.35㎡）、 

④ 加工室（34.02㎡） 

⑤ 研修室（48.60㎡） 

⑥ 都市交流推進室（34.02㎡） 

⑦ 事務室（12.15㎡） 

カ 施設の写真  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外観（ウッドテラス含む） 特産品直売所 サロン 

厨房 加工室 研修室 

都市交流推進室 



2 

 

(2) 管理の状況 

ア 施設を管理する所管課 産業経済部農業課 

イ 現在の管理方法 指定管理者制度 

ウ 指定管理者制度導入年月日 平成25年10月１日 

エ 現在の指定管理者名（募集方法） 一般社団法人南信州ここだに（公募） 

オ 現在の指定管理期間 令和２年４月１日から令和５年３月31日 

カ 指定管理者が行う業務 

（１）農産物、農産加工品その他特産品の提供及

び販売に関すること 

（２）施設の利用に係る許可に関すること 

（３）利用許可を受けた者が納付すべき利用料金

の額並びに利用料金の納付及び還付の方法を

定め、利用料金を徴収すること 

（４）施設の建物、敷地及び設備の管理に関する

こと 

（５）施設の利用促進を図るために必要なこと 

（６）上記の他に市長が別に指定する業務に関す

ること 

 

(3) 利用の状況（有効性） 

ア 営業（開館）状況 令和２年度 令和３年度 備考 

 日数 317 359 （令和２年度の新型コロナによる全

施設の休館日：4 月 27 日～５月

10 日、1 月 18 日～２月 14 日） 

利用者数 26,508 24,905 

その他 0 0 

イ 利用者のニーズ・意見等 

・あざれあを利用する生産者、消費者ともに、農産物直売

所は必要な施設と評価している。 

・高齢化により生産者が減少し、農産物の種類が減少して

いる。一方で、地域の買い物困難者も増え、直売所に対す

る農産物以外の商品販売の要望が増えている。 

ウ 利用者のメリット（利便

性の向上、利用者の増加、

地域活性化等の効果） 

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う開館日数と利用

者の減少は避けられない状況だが、地域農家と連携した直

売所運営も継続しており、生産者、消費者それぞれから必

要とされている。施設貸館についても、地域内の各種団体

に継続的に活用され住民福祉の向上に役立っている。 

 

(4) 収支の状況（効率性） 

ア 決算 令和２年度（円） 令和３年度（円） 備考 

 

収入（Ａ） 26,762,981 24,827,900 ・農産物直売事業収

入が、Ｒ２年度に新

型コロナ拡大による

客数減少により激減

 施設利用料等収入 866,750 343,050 
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市支出の指定管理

料 
0 0 

した。Ｒ３年度も引き

続き減少しているが、

警戒レベルの引き下

げ等で改善傾向には

ある。 

・施設使用料収入

も、Ｒ２年度以降新型

コロナ拡大により激

減。こちらはまだ利用

が戻らず、減少幅が

増大傾向。コロナ感

染警戒レベルを注視

したうえで、地域の活

動団体を中心に利用

再開を促したい。 

農産物直売事業 25,565,122 24,007,673 

手数料 87,404 99,293 

臨時休業補助金 115,159 0 

その他（雑収入等） 128,546 377,884 

支出（Ｂ） 27,690,345 26,882,920 ・Ｒ２年度は新型コロ

ナ拡大に伴い大幅に

事業規模の縮小、諸

支出の削減で支出

総額も大幅減少して

いる。しかし、それを

上回る収入の減少に

より赤字収支となっ

た。 

・Ｒ３年度について

も、Ｒ２年度と同様の

傾向があるが、収入

が減少した分赤字幅

が増大している。 

・赤字分について

は、法人全体の収支

の中で調整してい

る。 

 

事業費 22,046,146 21,086,294 

人件費 3,052,716 2,536,242 

光熱水費 1,893,607 1,950,317 

消耗品費 140,701 104,084 

その他（雑費等） 557,175 1,205,983 

収支（Ａ－Ｂ） -927,364 -2,055,020  

イ 運営上のメリット

（経費の節減、職員事

務量の削減の効果） 

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う開館日数と利用者の

減少は避けられず、売上が減少し収益もマイナスになるなか

にあって、従業員の勤務体制のスリム化や経費節減をするな

ど民間による経営努力が見られ、指定管理制度が機能してい

る。 

 

 

２ 指定管理者選定の経過 

 (1) 募集の状況 

ア 募集方法（公

募・非公募） 
公募 
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 非公募の理由 - 

イ 指定管理者

が行う業務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯田市地域資源総合管理施設天龍峡活性化センター指定管理業務仕

様書抜粋 

 

７ 本業務の内容 

(1) 農産物、農産加工品その他特産品の提供及び販売に関する業務 

ア 指定管理者は、域産域消を原則とした直売所機能を維持し、地

元産の農産物等について積極的に販売、ＰＲを行うことで、地域

農業の振興に貢献すること。 

イ 安心安全かつ新鮮な商品の提供を基本とすること。 

ウ 計画的に生産者の育成を図り、地域で賄えるような体制づくり

を行うこと。 

エ 地域農業振興として、高齢の生産者に配慮すること。 

オ 地元生産者の参加を広く促すこと。 

カ 農産物等の生産者の農業所得向上や納入された農産物等の販売

促進として、安定的に供給できる供給先や市場流通など販路拡大

に繋がる取り組みを行うこと。 

(2) 施設の利用の許可に関する業務 

ア 指定管理者は、施設利用の基準等について記載した利用規程を

作成し、市と協議し決定すること。 

利用規程に定める主な内容は次の通りとする。 

(ｱ) 利用目的に関すること。 

(ｲ) 開館時間、休館日及び利用時間帯に関すること。 

(ｳ) 利用手続、利用申請の受付期間等に関すること。 

(ｴ) 施設の利用に係る料金（以下「利用料金」という。）に関する

こと。 

(ｵ) 使用後の清掃・片づけ等を含めた利用方法に関すること。 

(ｶ) その他の利用条件、利用制限及び利用の取消に関すること。 

イ 利用規程に基づき、利用の許可を行うこと。 

ウ 利用許可を受けた者が納付すべき利用料金の額並びに利用料金

の納付及び還付の方法を定め、利用料金を徴収すること。 

エ 受付簿等による利用状況の把握を行うこと。 

(3) 施設の建物、敷地及び設備の管理に関する業務 

ア 建築物保守管理業務 

(ｱ) 指定管理者は、本施設を適切に管理運営するために、日常的

に点検を行い、美観を維持すること。 

(ｲ) 簡易な修繕が必要な場合は、1件あたり５万円（消費税含

む。）未満のものについては指定管理者が修繕費を負担して

修繕を行うこと。簡易な修繕の範囲を超える場合は、市と

別途協議するものとする。 

(ｳ) 指定管理者は、施設を安全かつ安心して利用できるよう、法

定点検を適切に行うほか、施設の予防保全に務めること。 

(ｴ) 建築物等の不具合を発見した際には、速やかに市に報告する

こと。 
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イ 指定管理者

が行う業務 

（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 設備機器管理業務 

指定管理者は、施設の機能を維持するとともに、施設利用者が

快適に施設を利用できる良質な環境を提供すること。業務にあた

っては、確実性、安全性及び経済性に配慮するとともに、正常に

機能しないことが明らかになった場合には適切な方法により対応

するとともに、適切な記録を残し、市へ報告すること。 

ウ 清掃業務 

指定管理者は、施設、備品等について、常に良好な環境衛生と

美観の維持を心がけ、施設内及び敷地内の適切な環境衛生を維持

し快適な空間を保つために、清掃業務を実施すること。また、消

耗品は常に補充された状態にすること。 

エ 外構、植栽管理業務 

指定管理者は、施設の景観を保持するため、敷地内における施

設の外構の清掃および地面、施設付属物等の維持管理を行うこ

と。また、下記に示すような敷地内の植栽の管理（除草、刈込、

散水、病害虫駆除等）を行うこと。 

オ 廃棄物処理業務 

施設から発生する廃棄物の発生抑制に努めるとともに、適切に

処理を行うこと。 

カ 原状変更時の申請義務 

指定管理者は、施設の原状を変更する場合は、市の許可を受け

るための申請を行うこと。 

キ 危機管理業務 

(ｱ) 防火管理者を定め、防火管理者選任届、消防計画書などを作

成し消防署に届け出ること。 

(ｲ) 利用者及び職員の安全確保、財産の保全を図るため、緊急時

対策、防犯・防災対策について、マニュアルを作成し、定期

的に職員への訓練を実施すること。 

(4) 施設の利用促進を図るために必要な業務 

指定管理者は、施設の利用促進にあたり、次の機能を充実する

よう努めるものとする。 

ア 農産物等の加工体験や商品開発等の活動推進として施設や設備

が利用できる機能 

イ 地域活性化に取り組む人が集い、語らい、広報活動ができる機

能 

ウ 誰もが気軽に立ち寄ることができる機能 

エ 観光客を含め天龍峡に訪れる誰もが休憩し、交流できる機能

（ガイダンス機能を含む。） 

オ 龍江地区をはじめ、地域に密着した多面的役割を果たせる機能 

(5) 自主事業に関すること 

  指定管理者が行う業務に関して、指定事業の実施を妨げない範

囲において、あらかじめ飯田市の承認を得て、施設の設置目的に

沿った事業で、指定管理者が自ら提案するものを行うことができ

る。 
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(2) 選定の結果 

 ア 団体の概要 

(ｱ) 名称・商号 株式会社実りや 

(ｲ) 代表者 代表取締役 佐藤 文紀 

(ｳ) 所在地 飯田市下久堅柿野沢1500番地 

(ｴ) 設立年月日 令和１年９月20日 

(ｵ) 設立目的 
（１）果樹園の経営、生産物の加工販売 

（２）前号に附帯関連する一切の事業 

(ｶ) 基本財産 資本金 金100万円 

(ｷ) 役員・職員 代表取締役 佐藤 文紀、従業員４名 

 

イ 選定の理由（令和４年飯田市告示第164号） 

候補者は、当市の農業振興及び地域振興施策を推進する意図を十分に理解している。 

更には、Ｉターンによる若者の移住者をはじめとした地元地域との連携や、天龍峡と

一体となった取組など意欲的な提案がされていることから、的確な施設の管理運営を行

うことが期待できる。 

また、候補者は、若年世代で構成され、ＳＮＳを通じた発信力と機敏な行動力を持ち、

これらにより、地域拠点としての機能を高め、地域活性化につながることが期待できる。 

 

 (3) 評価の視点（適格性） 

   区分 配点 得点 評価 

ア 指定管理者と

しての適性 
10 7.50 

施設の設置目的を理解し、施設の管理運営に関す

る基本方針・事業計画が提案された。 

団体の財務状況は良好であり、管理運営の能力は

ある。 

イ 施設の有効活

用 
20 18.33 

施設の機能を十分に生かしたサービスの提供と、

サービスの質を向上させるためのイベント開催等の

取組が提案された。 

ウ 利用者対応（改

善姿勢） 
20 15.00 

利用者のニーズの把握や自己の管理運営状況をチ

ェックし、サービスの質を維持・向上させる取組が提

案された。 

エ 事業収支（収支

の妥当性） 
20 11.67 

事業計画に基づく収支予算の見積りが提案され

た。３年後には黒字化を目指す計画が示されており、

堅実な経営が期待できる。 

オ 職員配置等の

管理体制 
10 7.50 

業務に従事する人員について、適切な人的配置が

提案された。 

カ 危機管理の対

応等 
10 5.83 

事故防止の安全対策や、事故発生時の対応が検討

されている。今後、消防計画などのより具体的な対応

マニュアルの整備が必要となる。 

キ 地域連携・地域 10 8.33 Ｉターンの若者をはじめとした地元地域との連携

 指定管理料 上限 500,000円 

ウ 応募者数 ２団体 
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貢献 や、天龍峡と一体となった取組など意欲的な提案が

された。 

合計 100 74.16  

   （備考）適格の合否基準は、評価得点の合計50.00点以上と定めた上で評価 

 

(4) 提案された令和５年度の事業収支（収支予算の見積り） 

  項目 金額 （円） 

収入（Ａ） 6,260,000 

 指定管理業務に係る収入 6,260,000 

 市支出の指定管理料 500,000 

施設利用料等収入 2,040,000 

農産物直売所売上 120,000 

飲食店売上 3,600,000 

支出（Ｂ） 9,040,000 

 人件費 4,800,000 

光熱水費 840,000 

通信費 600,000 

修繕費 1,000,000 

備品購入費 600,000 

仕入れ 1,200,000 

収支（Ａ－Ｂ） -2,780,000 

 


